
「課題解決コース」

今年度の北海道セミナーでは、新しく 「課題解決コ ー ス」を設けました。課税

と徴収の双方の職員を対象とし、 「相続と地方税の賦課徴収」及び 「書類の送達・ 

公示送達」の二つをテ ーマとします。

研修は、 基本的には、講義方式で行います。 ただし、講師が一方的に解説をす

る講義ではなく、 実務上の課題について受講生とともに問題点を掘り下げて考 

える研修にしたいと思います。

なお、一部時間を割いて、受講生間の情報交換の場も設けたいと考えています。

1日目相絹と地方税の賦課徴収

先ず、基礎的な知識を身に付けてもらうため、賦課徴収の一連の手続の流れと

相続の開始との関係について、各局面ごとに分かり易く解説をします。民法の相

続編については、 必要の都度立ち寄ることにします。

次に、相続の放棄や相続人不存在をめぐる問題について、例えば、固定資産税

の賦課期日と放棄の遡及効との関係など、 実務において地方団体間又は課税と

徴収の間で解釈や取扱いの分かれる問題について、 理論と実務の両面から適切

な対応策を検討します。

2日目書類の送違•公示送達

基本的には条文に沿って解説をします。その過程において、郵便による送達の

場合の送達の推定規定や、 出会送達や補充送達等の例外的な交付送達を取り上

げ、 その制度の趣旨や実務上の問題点について検討します。

公示送達についは、 市販の参考書ではあまり解説されない事項を取り上げま

す。例えば、 実地調査の範囲や程度をめぐる問題、公示送達のデジタル化と掲示

場に公示送達書を掲示する目的との関係などです。これらの課題について、私見

を交えながら、 少し理論的に掘り下げた検討を行いたいと考えています。


